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協
会

活
動
状
況

〈
昭
和

四
十
三
年
度
後
期
〉

(特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は

す
べ
て
植
物
園
に
お
い
て
。
)

●
九
月
十

一
日

(
水
)

街
路
樹
委
員
会

午
後

二
時

よ
り
開
催
。

出
席
者
-
今
田
、

明
道
、
斎
藤
、
太

田
、
井

手
、
寺
島
、
熊
井
、
ほ
か
に
橋
本
生
物
保
護
指

導
監

お
よ
び
市
川
、

以
上
九
名
。

一
、
市
川
氏
よ
り
、

真
駒
内
柏

ケ
丘
の
プ

レ

ス

・
ハ
ウ

ス
建
設
問
題

と
、
同
地

の
森
林
保
存

の
問
題

に
つ
い
て
従
来

の
経
過

の
説
明

が
あ

っ

た
。

こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
東
条
会
長

に
も

視
察
を
要
請
す
る

こ
と
と
な
る
。

二
、
土
木
工
事

中
お
よ
び

工
事
後

の
樹
木

に

対
す
る
配
慮

の
欠
如
が
話
題

に
な
り
、
機
会
あ

る
ご
と

に
工
事
関

係
当
局

に
注
意
す

る
こ
と
と

す
る
。
三
、
街

路
樹

の
た
め
に
道
路
標
識
が
見

に
く

い
と

い
う
意

見
が
工
事
当
局

に
あ

る
、
と

い
う

話

が
出

て
、
そ

の
解
決

に
つ
い
て
種

々
話
し
合

っ
た
。
●
九
月

二
十
五

日

(
水
)

日
高
調
査
委

員
会

午
後

二
時

よ
り
開
催
。

出
席
者
-
犬
飼
、
伊
藤
、
金

光
、

石
川
、
籠

山
、
辻
井
、
井
手
、
以
上
七
名
。

夏

の
調
査
を
も
と

に
、
報
告
案
作
成

に

つ
い

て
打
ち
あ
わ

せ
る
。

●
十
月

三
日

(
木
)

編
集
委
員
会

午
後

二
時

よ
り
開
催
。

出
席
者
-
斎
藤
、
楡
金
、
石
川
、
辻

井
、
井

手
、
以
上

五
名
。

会
誌
第

五
号

の
編
集

に
つ
い
て
協
議
、
道
内

各
地

の
自
然
保
護
団
体

の
活
動
状
況
を
集

録
す

る
こ
と
を

ひ
と

つ
の
柱
と
し
、
他
方
、

ナ
シ
ョ

ナ
ル

・
ト
ラ
ス
ト
の
解
説
と
、

そ
の
法
案
を

の

せ
る
こ
と
と
決
定
。
四
十
四
年

三
月

ま
で
に
発

行
を
目
標
と
す
る
。

第

二
十
六
回
理
事
会

午
後
三
時

よ
り
開
催
。

出
席
者
-
土
木
部
長
(
代
)
、
金
光
、

旭
川
営

林
局
長
(
代
)
、
山
田
(
秀
)
(
代
)
、
岩
本
(
代
)、

高
倉
、
伊
藤
、
斎
藤
(
雄
)
、
道
家
、
東
条
、
佐

山
、
宮
脇
、
佐
藤
(
代
)
、
橋
本
、
楡
金

、
坂
本
、

明
道
、
高
橋
、
斎
藤
(
春
)
、
石
川
、
島
倉
、
井

手
、
以
上

二
二
名
。

12345

街
路
樹
委
員
会
の
報
告

ト
ム
ラ
ウ
シ
委
員
会
の
中
間
報
告

柏
ケ
丘
の
保
護
に
関
す
る
件

編
集
委
員
会
報
告

会
計
中
間
報
告

●
十
月
二
十
五
日

(
金
)

午
後

一
時

半
よ
り
道
庁
林
務

部
次
長
室

に
て

開
催
。

次

長
を
囲
ん
で
宮
脇

、
伊
藤
、
井
手

ほ
か
に

橋

本
生
物
保
護
指
導
監
、
市
川
氏
も
加
わ
り
、

柏
ケ
丘
問
題

に

つ
い
て
種

々
懇
談
す

る
。

●
十
月

三
十

一
日

(
木
)

常
任

理
事
会

午
後

四
時
半

よ
り
開
催
。

出
席
者
i
東
条
、
犬
飼
、
宮
脇
、
石
川
、
櫛

田
、

井
手
、
辻
井
、
市
交
通
局
、
以
上
八
名
。

1

藻
岩

山
頂
展
望
施
設

の
件

こ
の
こ
と

に

っ
い
て
市
交
通
局
側

か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ

れ
に

つ
い
て
、
施
設

と
風
致

と
の
調
和
、
便
所

を
水
洗

に
す
る
こ
と
な
ど

の
希
望

が
出
た
。
な

お
、
現
地
視
察

の
う
え
意
見
書

を
出
す

こ
と
と

な
る
。
2

ト

ム
ラ
ウ

シ
国
道
計
画
案

に
つ
い
て
意

見
交
換
。

3

三
角

山
の
問
題
を

ど
う

と
り
扱
う

か
を

協

議
。
林
務
部
長
、
土
木
部
長

に
事
情
を
き
く

こ
と
と
な
る
。

4

柏

ケ
丘
問
題

に
関

し
て
こ
れ
ま

で
の
経

過
報
告
●
十

一
月
二
日

(
土
)

大
雪
を
守
る
会

午
後

一
時

よ
り
於

・
ク
ラ
ー
ク
会
館
。

一
般
市
民
、
学
生

に
呼
び

か
け

て
、
大
雪

の

自
然
保
護

に
つ
い
て
関

心
を
高

め
よ
う
と
し

て

開

か
れ

た
が
、

P
R
不
足

に
て
約
三
十
名
ほ
ど

の
学
生

が
集

ま

っ
た
だ
け

で
あ

っ
た
が
、
協

会

が

こ
れ

ま
で
大
雪

の
自
然
保
護

の
た
め
行
な

っ

て
き
た
こ
と
を
説
明

し
、
多
少

の
討
論

の
後

、

大
雪

の

ス
ラ
イ
ド

の
上
映
が
あ

っ
て
午
後
三
時

半
頃
閉
会

し
た
。
協
会

か
ら

は
井
手
、
石
川
、

金
光
、
辻
井
な

ど
出
席
。

●
十

一
月
九

日

(
土
)

ト
ム
ラ
ウ
シ
委
員
会

十
二
時

よ
り
、
於

・
ク
ラ
ー
ク
会
館
。

出
席
者
-
井
手
、
石
川
、
橋
本
、

辻
井
、
以

上
四
名
。

従
来
、

ト
ム
ラ
ウ

シ
委
員

会
で
検
討

し
た
結

果
を
確
認
、
す
な
わ
ち
、

1



0
ト

ム
ラ
ウ

シ
、
鹿
越
峠
越

の
国
道
は
、
最

低
鞍

部
よ
り
や
や
北

よ
り

の
沢
ぞ

い
に
ト

ソ
ネ

ル
に
よ

っ
て
通
ず

る
こ
と
。

⇔
ま
た
ト
ム
ラ
ウ
シ
委
員
会
は
、

こ
の
問
題

は
単

に
ト
ム
ラ
ゥ
シ
周
辺
だ
け

で
な
く
、

大
雪

山
全
体

の
視
野
に
立

っ
て
他

の
問
題
と
あ
わ
せ

て
検
討

さ
れ

ね
ば
な
ら
な

い
の
で
、

ト
ム
ラ
ウ

シ
委
員
会

を
発
展
的

に
改
組
し

て
、
大
雪
山
委

員
会

を
設
け
る
べ
き

こ
と
。

⇔
赤
岳
銀
泉
台

の
バ
ス
道
路
延
長
、

駐
車
場

を
台
地
に
設
け
る
こ
と
に
っ
い
て
は
、

条
件
を

つ
け
る

こ
と
。

　四
黒
岳

ロ
ー
プ

ウ

エ
イ

の
終
点

か
ら

の
リ

フ

ト
建

設

に
つ
い
て
も
同
様
。

●
十

一
月
十
三
日

(
水
)

大

雪
山

周
辺
の
市
、
町
長
と
の
懇
談
会

午
後

四
時

よ
り
於

・
自
治
会
館
。

出
席
者
ー
斎
藤
(
春
)
、
岩
本
(
代
)
、
坂
本
、

島
倉
、
斎
藤
(
雄
)
、
伏
見
、
楡
金
、

春
日
、

明

道
、
橋
本
、

櫛
田
、

佐
藤
、

井
手
、

木
村
、

俵
、
南
富
良
野
町
、

富
良
野
市
、

旭
川
市
、
上

川
町
、
東
川
町
、
新
得
町
、

美
瑛

町
、
鹿

追
町

各
市
、
町
長
ま
た
は
助
役

よ
り
自
己
紹
介

と

各
町

の
要
望

の
開
陳
が
あ
り
、

の
ち
協
会

側
、

こ
と

に
ト

ム
ラ
ウ

シ
委
員
会

の
意
見

を
述

べ
て

懇

談
。
そ

の
後
、

夕
食
を
と
も

に
し
て
散
会
。

●
十
二
月
四
日

(
水

)

柏

ケ
丘
の
森
林
保
護
に
関
す
る
話
し
あ
い

午
前
十
時

よ
り
開
催
。

出
席
者
-
井
手
、
辻
井
、
橋

本
、

市
川
、

十

楽
寺
、
以

上
五
名
。

住
居
占
用
区
域
指
定
、

森
林

計
画
法

に
よ
る

資
源
計
画
地
区
、
森
林

調
整

区
域

な
ど

の
問
題

に
つ
い
て
、

十
楽
寺
、
市
川
氏

ら
よ
り

そ
れ
ぞ

れ
説

明
が
あ

っ
た
。

●
十

二
月
七
日

(
土

)

編
集
委

員
会

午
後

二
時

よ
り
開
催
。

出
席
者
-
井
手
、
石
川
、
斎
藤
、
楡
金
、
辻

井
、
以

上
五
名
っ

会
誌
第

五
号

の
編
集

に
つ
い
て

の
最

終
的
打

ち
あ

わ
せ
。

●
十

二
月
二
十
六

日

(
木
)

大

雪
を
守

る
問
題
に

つ
い
て

午
後

二
時

よ
り
。
出
席
者
-
井
手
、

辻
井
、

橋

本
、
俵
、
木
村
、
以
上

五
名
。

大
雪

の
自
然
を
守

る
具
体
的
方
法

に
つ
い
て

種

々
検
討

し
た
。

●
昭
和
四
十
四
年

一
月
十
七

日

(
金
)

第

二
十
七
回
理
事
会

十

二
時
よ
り
1

二
時
。
出
席
者
-
犬
飼
、
楡

金
、
岩
本
(
代
)、
斎
藤
(
雄
)
、
春
日
、
橋
本
、

斎
藤

(
春
)、
辻

井
、

以
上
八
名
。

1

真
駒

内
柏

ケ
丘
に
つ
い
て
意
見
書
を
作

成

す
る

こ
と
と
し
、
東
条
会
長

の
意
向
を
聞
く

こ
と
と
な
る
。

2

藻
岩

山
山
頂
展
望
施
設

の
意

見
書
。

3

ト
ム
ラ
ウ

シ
委
員
会
報
告
。

4

地
方
支
部
結
成

の
要
望
が
あ
り
、

支
部

に
つ
い
て
の
会
則
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

5

そ

の
他
、
会

誌
原
稿

の
件
、

オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
記
念
自
然
保
護
緑

化
計
画
案
な

ど
が
話
題

と
な

る
c

●
二
月

一
日

(
土
)

第

二
十
八
回
理
事
会

一
時
半
よ
り
開
催
。
出
席
者
-
岩
本
(
代
)
、

木
村
、
萩

原
(
代
)、

佐
山
、
楡
金
、
東
条
、
小

寺
、
佐
藤
、

伊
藤

(秀

)、

石
川
、

高
橋
、

辻

井
、
金
光
、
島
倉
、
井
手
、
明
道
、
松
本
、

以

上

一
七
名
。

1

道
土
木
部
長

よ
り
、
支
笏
湖
畔
丸
駒

温

泉
ー

オ

コ
タ

ソ
ペ
河

口
間

の
車
道
建
設

に
っ

い
て
要
望
あ

り
、
種

々
検
討

の
結
果
、
同
地
域

は
支
笏
湖
畔

に
お

い
て
も

っ
と
も
重
要
な
箇
所

で
あ

る
の
で
、

こ
の
間

の
道
路
建
設

に
っ
い
て

は
反
対

の
意
向

を
表
明
す

る
こ
と

に
決
定
。

2

ト

ム
ラ
ウ

シ
委
員
会
第

二
次
報
告
、

承

認
さ
れ
る
。

3

稚
内
ー

天
塩
間
の
道
路
計
画
が
あ
る

由

で
、

こ
れ

に
つ
い
て
は
調
査
す

る
こ
と
。

4

柏

ケ
丘
の
件

に
つ

い
て
は
最
終
的
な
意

見
が
ま
と
ま

っ
た
。

●
三
月
十
七
日

(
月
)

ト
ム
ラ
ウ
シ
委
員
会
第

]
次
答
申

第
二
十

九
回
理
事
会

四
時
よ
り
開
催
。

出
席
者
-
明
道
、
岩
本

(
代
)
、
小
寺

(代

)、
楡
金
、
中
野
(
代
)
、
島
倉
、

坂
本
、
住
吉
(代

)、
斎
藤
(
雄

)、
伊
藤
義
(
代
)

斎
藤
(
春
)、

松
本
、

井
手
、

以
上

=
二
名
。

1

大
雪

小
委
員
会
委
員

を

つ
ぎ

の
と
お
り

に
定
め
た
。

伊
藤
(
秀
)、

井
手
、
金
光
、

石
川
、
高
山
、

明
道
、
奥
村
、
伊
尾

木
(営
林

局
計
画
課
長
)

2

伊
藤

理
事
よ
り
、
自

然
歩
道
計
画
案

の

説
明
が
あ
り
、
関
係
各
方

面
と
相
談

の
う
え
、

要
望
書
を
提

出
す
る

こ
と
と
な
る
。

3

阿
寒

湖
畔

ス
キ

ー
場

に
リ
フ
ト
建
設
計

画
が
あ
る

こ
と
に

つ
い
て
、
井
手
理
事
長
よ
り

説
明
が
あ

っ
た
。

陳
情
書
、
要
望
書

1ー
ム

ラ
ゥ

シ
委

員
会

ト
ム
ラ
ウ

シ
委
員
会

は
当
初
、
ト

ム
ラ
ウ

シ

周
辺

に
関
す

る
道
路
計
画
問
題
を
検
討

す
べ
く

設
け
ら
れ
た
。
委
員
会

は
討
議
を

っ
づ
け
た
結

果
、
本
件

は
大
雪
山
全
域

に
影
響
あ
る
問
題

で

あ

る
こ
と
を
考
慮

し
、
本
件
を
契
機
と
し
て
、

単

に
ト
ム
ラ
ウ
シ
峰
だ
け

で
な
く
、
大
雪
山
全

域

に
わ
た
る
自
然
保
護
施
策

が
講
ぜ
ら
れ
る
べ

意
見
書
、
回
答
文
書

き

で
あ
る
と

の
結
論

に
達

し
た
。

委

員
会

は
こ
の
考

え
の
下

に
地
質
学
、
地
形

学
、

動
物
学
、
植
物
学
な
ど
各
分
野

に
お
け
る

重

要
性

と
、
風
景
景
観
上

の
重
要
性

か
ら
、

ま

ず

大
雪

山
主
部

に
つ
い
て
い
く

つ
か

の
地
域
区

分
を
試
み
た
。
区
分
と
し

て
は
、
標
高

一
、

五

〇
〇

メ
ー
ト
ル
以
上

の
高
山
帯
が
ま
ず
と
り
上

げ
ら
れ
、

こ
の
中

に
地
質
学
、
動
物
学
、
植
物

学
的
重
要
地
点

が
そ
れ
ぞ
れ
区
分
さ
れ
た
。

一
、
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
以
下

の
森
林
帯
も
風

2●



致
的
な
意
義
、
高
山
帯

の
保
全
的

な
意
義

な
ど

か
ら
十
分
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ

の
意

味

で
の
森
林

区
分
は
、

ほ
ぼ
標
高

一
、
○

○
○

メ
ー
ト

ル
を
標
準

と
し
て
あ

る
。

各

区
分
に
お
け
る
保
護
条
件
は
次

の
よ
う

に

ま
と
め
ら
れ

る
。

第

一
地
帯

"
森
林
帯

林
道

を
除

い
て
新
た

に

一
般

車
道

は
設
け
ら
れ
て
は
な
ら

な

い
。

第

二
地
帯

"
高
山
帯

車
道

は
今
後
と
も
設
け
ら
れ

て
は
な
ら
な

い
。

歩
道
も
新
設
は
で
き

る
だ
け

さ
け

る
と
同
時
に
新

設
は
十

分
検
討
が
加
え

ら

れ

た

う

え
、

で
き
る
だ
け
少
な
く

さ

れ
な
け
ば
な
ら
な
い
。

第

三
地
帯

"
特
別
保
護
区

学
術
的

な
ら
び

に
景
観
的
見

地

か
ら
特
別
保
護
区

に
っ
い

て
は
厳
重
な
監
視
を

ふ
く
め

て
、
あ
ら
ゆ

る
保
護
施
策
が

立

て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
既
存

の
歩
道
も
、

な
る

べ
く

は
特
別
保
護
区
外

へ
移

す

こ
と
も
考
え
ら
れ

る
べ
き

で
あ

る
。

柏
ヶ
丘
の
景
観
保
護
に
関
す
る
要
望

書昭
和
四
十
三
年
十
月

四
日

提

出
先
、
北

海
道
、
札
幌
市

オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
組
織
委
員
会

委

員
会

は
、今

回
は
以
上
の
よ
う
に
道
路
(歩

道

を
含
む
)
に

つ
い
て
の
観
点

か
ら
第

一
案

を

作
成

し
た
。

ニ
セ
イ

カ
ウ

シ

ュ
ペ
山
地
な
ど
周

辺
部

に
つ
い
て
、
ま
た
、
道
路
以
外

の
諸
問
題

に
つ
い
て
は
第

二
次
答
申
に
ゆ
ず
る
。

O

野村 梧 郎ユ リカ モ メ(i新 ≦釧ほ路川)

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東

条

猛

猪

柏

ケ
丘
の
自
然
保
護

に
関

し
て
は
昭
和
四
十

一
年
十

一
月
十

六
日
付

に
て
、
す

で
に
藻
南
公

園

お
よ
び
ゴ

ル
フ
場
跡
と
と
も

に
、
公
園
地
域

と
し

て

一
貫
し
た
計
画

の
も
と

に
管
理
保
存
す

る
こ
と

の
必
要
を
要
望
致
し
、

道
に
お

い
て
も

森
林
公
園
計
画
を
な
さ
れ
て

い
た
由

で
あ

り
ま

す
が
、
オ

リ

ソ
ピ

ッ
ク
施
設
建

設
の
た
め
に
こ

の
計
画
が
実

現
を
み
る

に
至
ら
な
か

っ
た

こ
と

は
ま

こ
と
に
残
念
な

こ
と
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、

こ
の
た
び
柏

ケ
丘
に
オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク

用

の
プ

レ
ス

・
ハ
ウ

ス
建

設
計
画

の
あ

る
由

に

て
、
真
駒

内
自
治

団
体
連
合
会

よ
り
も
、

こ
の

計
画
が
真
駒

内

一
帯

の
風
致

を
そ
こ
な
わ
ざ

る

よ
う
十
分
な
考
慮
を
払
わ
れ
る
よ
う
要
望

さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、

さ
ら
に
具
体
的
な

処
置

に
つ

い
て
別
紙
附

帯
意
見

が
提

出
さ
れ

て

お

り

ま

す
。こ
の
件

に
っ
き
ま
し
て
は
、
当
協
会

に
お
い

て
も
か
ね
て
深

い
関
心
を
有

し
て

い
る
と

こ
ろ

で
あ
り
ま
し
て
、
関

係
各

位
に
お
か
れ

ま
し
て

も
、

要
望
お
よ
び
附

帯
意
見

を
十
二
分

に
考
慮

さ
れ
ま
し
て
、

プ

レ
ス

・
ハ
ゥ

ス
の
建
設
計
画

を
樹
立
さ
れ

る

こ
と
を
お
願

い
す

る
し
だ

い
で

あ
り
ま
す
。

藻
岩
山
山
頂
展
望
施
設
の
建
設
に
つ

い
て

(回
答
)

N
C
S
第
六
〇
号

昭
和
四
十
四
年

一
月
十
七
日

札
幌
市
交
通
事
業
管
理
者

交
通
局
長

大

刀

豊

殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東

条
猛

猪

昭
和
四
十
三
年
八
月
十
六
日
付
札
交
営
第

一

七
七
号
に
ょ
る
、
標
記
の
件
に
つ
き
ま
し

て

は
、
当
協
会
に
お
い
て
現
地
を
視
察
致
し
、
ま

た
理
事
会
に
お
い
て
慎
重
に
討
議
致
し
ま
し
た

結
果
、
原
則
的
に
は
特
別
に
問
題
と
す
べ
き
点

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
下
記
の
ご
と
く
二
、
三

の
点
に
つ
い
て
当
協
会
と
し
て
要
望
致
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た

の
で
、

こ
の
点

に

つ
い
て
特
別

の
御
配
慮

を
願

い
た
く
存

じ
ま
す
。

一
、
藻
岩

山
頂

三
角
点
標
識

を
は
な
れ

て
施

設
を
設
け
る
こ
と
、

お
よ
び
三
角
点
標
識
を
明

確

に
す
る

こ
と
。

二
、
現
在
山
頂
附
近

に
あ

る
二
箇
所

の
便
所

の
う
ち
、

一
箇
所

は
計
画
施
設

の
中

に
収
容
せ

ら
れ

る
は
ず

で
あ

る
が
、
他

の
下
f

の
ほ
う

の

便
所

も
こ
の
際
、
話

し
合

い
の
う
え
撤
去
さ
れ

た

い
。
三
、
便
所

は
必
ず
水
洗
式

と
さ
れ
た

い
。

以

上
の
三
点

で
あ

り
ま
す

が
、
本
来
重
要
文

化
財
と
し
て
の
原
始
林

の
あ

る
藻
岩
山
頂

の
ご

と
き

と

こ
ろ
に
、

か
か
る
施
設
を
設
け

る
べ
き

で
は
な
く
、
も

し
設
け

る
と
す
れ
ば
現
在

の

p

ー
プ
ウ

エ
イ
の
終
点

に
置
く

べ
ぎ

で
あ

っ
て
、

山
頂
展

望
所

は
で
き

る
だ
け
原
始
的
景
観
を
残

す
べ
き

で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
現
在

の
ご
と
く

施

設
を
設
け
、
山
頂

の
暴
観
を
破
壊
し
た

こ
と

は
ま
こ
と
に
残
念
な

こ
と

で
あ

っ
て
、
御
計
画

の
施
設

が
在
来

の
適
切
な
ら
ざ

る
も

の
を
改
善

す

る
と

い
う
意

味

に
お
い
て
賛
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
趣
旨

に
お

い
て
、
今
後

の
自
然
景
観
中

の
施
設

の
建
設

に
つ
い
て
は
十

二
分

の
御
配
慮
を

は
ら
わ
れ

る
よ
う
お
願

い
致

す
し
だ

い
で
あ

り
ま
す
。

支
笏
湖
畔
丸
駒
～
オ
コ
タ
ン
ペ
間
の

自
動
車
道
路
建
設
に
関
す
る
件

昭
和
四
十
四
年
二
月
六
日

北
海
道
知
事

町
村

金
五

殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会
長

東

条

猛

猪

支
笏
湖
畔
丸
駒
温
泉
～
オ
コ
タ
ソ
ペ
問
に
自

動
車
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
の
可
否
に
つ
き
、

●3●



自

然

保

護

と

い

う

言

葉

「
自
然
保
護
」
と
は

い

っ
た

い
な
ん
だ
ろ
う

か
、
と
私
は
よ
く
自
問
自
答
す

る

こ

と

が

あ

る
。
あ

る
と
き
試
み

に
百
科

事
典

を
ひ

い
て
み

た
。
と

こ
ろ
が
平
凡
社

の

「
世
界

大
百
科
」
を

は
じ

め
、
数
種

の
百
科
事
典

の
ど
こ
に
も

「
自

然
保
護
」

の
項
目
は
で
て
い
な
か

っ
た
。
さ
き

ご
ろ

「
広
辞
苑

」
の
第

二
版

が
発
売

さ
れ

た
。

「
広
辞
苑

」

の
新
版

は

「
諸
科
学

の
最
新

の
成

果

を
集
約

し
…
…
時
勢

の
転
変

に
伴

っ
て
絶
え

ず
流
動

し
生
長

し
て
い
る
こ
と
ば
を
、
そ

の
生

き

た
姿

に
お
い
て
と
ら
え
、

こ
こ
に
新
た

に
二

万
語
を
加
え
た
」
意

欲
的
な
も

の
で
あ

る
と

い

う
。
新
聞

に
は

「
ゲ
バ
棒
」
は
、
ま
だ
世
間
に

定
着

し
て
い
な

い
と
み
な
さ
れ

て
は
ず

さ
れ
た

が

「
全
学
連
」
は
と
り
入
れ
ら
れ
た
、

な
ど
と

も
と
り
ざ
た
さ
れ
た
。

私

は
、

こ
れ

に
は
き

っ
と

「
自
然
保
護
」
も

の

っ
て

い
る
だ
ろ
う
と
期
待

し
、

ど
ん
な
定
義

づ
け
が
な
さ
れ

て
い
る
か
を
楽

し
み
に

「
広
辞

苑
」

を
手

に
し
た
。
し

か
し
や

は
り

の

っ
て
い

な

い
の
で
あ

る
。

「
自
然
石
」
「
自
然
銀
」
「
自

然
木
」
な
ど

は
あ

っ
て
も

「
自
然
保
護
」
と

い

う
言
葉

は
な

い
。

「
自
然
保
護
」
と

い
う
言
葉

は

「
広
辞
苑
」

の
総
項
目
二
十
万
語
の
仲
間

に

も
入
ら
な

い
、
そ
れ
だ
け
世
間

か
ら
関
心
を
も

た
れ
る

こ
と

の
少
な
い
日
本
語

な
の
で
あ

る
。

俵

浩

三

そ
れ
に
ひ
き

か
え
、

ア
メ
リ
カ
の
百
科
事
典

な
ど
を
み
る
と
、

「
自
然
保
護
」

に
相
当

す
る

「
コ
ン
サ
ー
ベ
ー

シ
ョ
ソ
」
と

い
う
言
葉

は
、

必
ず

で
て
お
り
、
し

か
も
相
当
数

の
べ

ー
ジ
が

こ
れ

に
さ
か
れ

て
い
る
の
が
常

で
あ
る
。

ド
イ

ツ
や
フ
ラ

ソ
ス
の
事
典
は
調
べ
て
み
た

こ
と
は

な

い
が
、

お
そ
ら
く

ヨ
ー

ロ
ヅ
パ
諸
国

で
も
同

じ

こ
と

で
あ

ろ
う
。

な

に
も
、
そ

の
言
葉

の
定
義

が
き

ま
ら
な
け

れ
ば
仕
事
が

で
き
な

い
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
な

い

が
、
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
に
定
義
が
な

い

の
も
淋
し

い
こ
と
で
あ

る
。

と
こ
ろ
が

「
自
然

保
護
」

の
場
合
は
、
実

は
仕
事

が
多
す
ぎ

る
ゆ

え
に
、
定

義
が
き

ま
ら
な

い

一
面
も
あ

る
と
思

わ
れ
る
。

つ
ま
り

「
自
然
保
護
」

の
イ

メ
ー
ジ

が
人
さ
ま
ざ

ま
な
の
で
あ

る
。
あ

る
人

は
自
然

に

い
っ
さ
い
手

を
つ
け
な

い
、
む
し
ろ
放
任
す

る
こ
と
が
保
護
だ
と

い
い
、

ま
た
、
あ

る
人
は

仏
教

の
殺
生
戒

の
よ
う

に
生
物

を
あ
わ
れ
む

の

が
保
護
だ
と
も

い
う
。
さ
ら
に
、
あ

る
人

は
そ

の
反
対

で
自
然

に
積
極
的

な
手

を
入
れ
、
有
効

に
活
用
す
る

こ
と

こ
そ

が
本
当

の

保

護

で

あ

る
、

と
も

い
ケ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ

の
人

が

「
私

の
自
然
保
護

論
」
を
も
つ
こ
と
は
当
然

で

あ
り
、

ま
た
望

ま
し
い
こ

と

で

あ

る
。

し
か

し
、
自

然
と
人
間

の
関
係
を
正
し
く
保

っ
て
い

貴
庁
土
木
部
長

よ
り
御
照
会
が
あ
り
ま
し
た

の

で
、
本
協
会

は
去

る
二
月

一
日

の
理
事
会

に
お

い
て
慎
重

に
こ
の
問
題
を
検
討
致

し

ま

し

た

が
、
す

で
に
本
協
会

の
昭
和
四
十

二
年
度

調
査

報
告
書

(
会
誌
第
四
号
所
載
)

に
あ
り
ま
す
と

お
り
、
や

は
り
本
協
会
と
し

て
は
、

こ
の
間

に

車
道
を
通
す

こ
と

に
は
不
賛
成

で
あ
る

こ
と
を

確
認
致

し
ま
し
た
。

そ
の
理
由

は
、
前
述

の
委
託
調
査
報
告

に
あ

り
ま
す

と
お
り
、

こ
の
地
域

は
支
笏
湖

に
お

い

て
、
現
在
す
ぐ
れ

た
原
始
的
景
観

の
残
さ
れ

て

い
る
ほ
と

ん
ど
唯

一
の
場
所

で
あ
り
ま
し
て
、

こ
こ
に
道
路
を
通
す

こ
と

は
、
支
笏
湖

の
も

っ

と
も
重
大
な

る
か
な

め
を
失
う

こ
と
に
な
る
か

ら
で
あ
り

ま
す
。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
の
滑
降
競
技

の
運
営

の
た
め

に
は
、
現
在
建
設
中

の
道
路

に
待
避

線
を
作

る

と

か
、
湖
を

フ

ェ
リ
ー
で
運
ぶ
と
か
、
他

の
適

当
な
方
法
を
工
夫
さ
れ
た
く
存

じ
ま
す
。

赤

岳

道

路

な

ら

び

に

層

雲

峡

リ

フ

ト

に

関

す

る

意

見

書

昭
和
四
十
四
年

三
月

二
十
五
日

大

雪

小

委

員

会

さ
き

に
本
委
員
会

に
諮
問

に
な
り

ま
し
た
標

記

の
件

に

つ
き
、

こ
こ
に
答
申

い
た
し
ま
す
。

①
赤
岳
道
路
問
題

に

つ
い
て

北
海
道
自
然
保
護
協
会

は
、
大
雪
山
国
立
公

園
地
内

の
道
路
建
設
計
画

に
関
す

る

要

望

書

(
昭

四
二
、

一
一
、
三
〇
)
第

二
項

(
ロ
)

に

お
い
て
、
赤
岳
登
山
道
路
終
端

(
標
高
点

一
、

七
〇
〇

m
)

の
駐
車
場
、
展
望
台
、
休
憩
舎

の

廃
棄

を
要
望

し
た
。

こ
れ
は
大
雪
山
を
横
断
す

る
、

い
わ
ゆ
る
層

雲
峡
～

ユ

コ
マ

ン
ベ

ツ
線

車
道

の
建
設

に
関
連

す

る
こ
と
と
し

て
と
り
上
げ
ら
れ
た
問
題

で
あ

っ
た
。
幸

い
に
し
て
、
横

断
道
路
計
画

は
そ

の

後
当
協
会

の
要
望
ど
お
り
撤
回
さ
れ
る
に
至

っ

た
が
、
本
道
路

の
終
点

・
銀
泉
台
は
展
望

に
恵

ま
れ
ず
、
た
め

に
展

望
を
求
め

て
第

一
花
園
、

第

二
花
園
な
ど

の
無

統
制
な
利
用
が
増
加
し

て

お
り
、

い
ち
じ
る
し

い
自

然
破
壊

が
生
じ

つ
つ

あ
る
。
し
た
が

っ
て
多
数

の
利

用
者
を
満
足
さ

せ
る
展
望
地
を
赤
岳

道
路
終
点
付
近

(
一
、
七

〇
〇

m
台
地
)
に
整
備

し
、
車
輌

の
転
回
交
叉

に
便
な
ら
し
め
て
は
ど
う

か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
あ
く

ま
で

ユ
コ
マ
ン
ベ
ツ

へ
の
横

断
道
路

の

一
環

と
し
て
で
は
な

い
。

こ
の
終
端

処
理
に

つ
い
て
は
、
次

に
あ
げ

る
諸
点

に
特

に

配
慮
さ
れ
た

い
。

e

本
地
点

の
利

用
は
展
望

に
限
ら
れ
る

こ

と
。

⇔

こ
の
た
め
に
予
想
さ
れ

る
施
設
と
し

て

は
必
要
最
小
限

の
駐
車
場
、
休
憩
舎
、

公

衆
便
所
、
危
険
防
止
柵
、
説
明
標
識

な
ど

に
限
り
、
食
堂
な
ど

は
設
け
な

い
こ
と
。

⇔

園
路
を
設
け

る
場
合

は
、

自
然
発
生
的

に
赤
岳

へ
の
登
山
路

に
結
び

つ
か
な
い
よ

う

に
計
画
す
る

こ
と
。
園
地
内
に
高

山
植

物
見
本
園
を
設
け

て
、

利
用
者
の
観
賞

に

供
す

る
こ
と
。

(
現
在
、
同
地
域
に

コ
マ
ク
サ
の
群
落
す

る

と

こ
ろ
な
ど
も
あ

る
の
で
、

こ
れ
を
園
地

内

に
と
り
入
れ
て
保
護
育
成

す
る
こ
と
)

㈲

前
項
に
関
連

し
て
は
、
逆

に
赤
岳
山
頂

方
面
か
ら
の
短

絡
路

の
形
成

を
さ
け

る
よ

う
な
方
策

が
立
て
ら
れ

る
べ
き

で
あ

る
。

㈲

銀

泉
台

に
車
輌

の
チ

ェ
ッ
ク

・
ゲ

ー
ト

4



く
た

め
に
は
、

単
純

な

一
つ
の
信
条
だ
け

で
は

お
し
通
せ
な

い
複
雑

さ
が
あ

る
。

と
く

に
日
本
の
場
合

の

「
自
然
保
護
」
は
、

い
か
に
も
日
本
的
な
特
殊
事
情
が
背
景

に
な

っ

て

い
る
と
思
う
。
西
欧
諸
国

で
は
、
近
代
的

な

科
学
技
術
、
産
業

の
発
達

に
と
も
な

っ
て
、
自

然
資
源

の
利
用
が
さ

か
ん
に
な
り
、

そ
れ

に
つ

れ

て
徐

々
に
反
作
用
も
あ

ら
わ
れ
、

そ

こ
に
自

然
保
護
思
想
が
芽
ぽ
え
た
と

い
わ
れ

て

い
る
。

と

こ
ろ
が
、
日
本
は
明
治

一
〇
〇
年

と
い
う
短

か
い
問

に
、

先
進
諸
国

の
技
術
を
う
け

い
れ
、

産

業
経
済
的
な
開
発
を
至

上
の
も

の
と
し
、
先

進

諸
国

に
追

い
つ
く

こ
と

に
専
心

し
て
き
た
。

し
か
も
、

近
年

は
高
度
経
済
成
長
を
旗
じ

る
し

に
、

エ

コ
ノ
、・・
ッ
ク
ア

ニ
マ
ル
と
陰

口
を

た
た

か
れ
な
が
ら
も
、
追

い

つ
く
だ
け

で
な
く
、
追

い
越
す

ム
ー
ド
に
ま
で
な

っ
て
き

た
。

日
本

は
自
然

に
恵
ま
れ
た
国
で
あ

る
。
と
く

に

「
緑
」

に
あ

ふ
れ
た
国
で
あ
る
。
植
物

の
生

育
が
旺
盛

で
あ
る
た
め
、

す

こ
し
ば
か
り
地
表

を
剥
ぐ

こ
と
が
あ

っ
て
も
、

ス
タ
イ

ソ
ベ

ッ
ク

の

「
怒

り

の
葡
萄

」
に
で
て
く

る
よ
う

な
土
壌

侵
蝕

の
心
配
は
、

ま
ず

な
か

っ
た
。
自
然

に
恵

ま
れ
て

い
た
ば
か
り
に

「
自
然
保
護
」

に
め
ざ

め
る

こ
と
が
遅

か

っ
た
の
で
あ

る
。
し

か
も
、

日
本

は
国
土

が
せ
ま
く
人

口
が
多

い
。
そ

の
国

土

に
あ

ま
り
に
急
速
な
産
業
経
済

の
発
展
が
あ

れ
ば
、

い
か
に
自
然
に
恵

ま
れ
た

国

と

は

い

え
、

自
然
環
境

と
人
間
生
活

の
問

に
破
綻

の
生

じ
て
く
る

こ
と
は
必
定

で
あ

る
。
作
用
が
急

で

あ
れ

ば
、

そ
れ
だ
け
反
作
用
も
ま
た
急

で
あ

る

こ
と
は
論

を
ま
た
な

い
。

と

こ
ろ
が
そ

の
反
作
用
を
受
け
と

め
る
対
策

は
、
き
わ

め
て
微

々
た
る
も
の
で
し
か
な

い
。

一
つ
反
作
用
が
あ
ら
わ
れ

る
た
び

に
、
人

々
は

ま
ち
ま
ち
な

こ
と
を
考
え
、
な

か
な
か

一
つ
の

力
の
あ
る
方
向

を
見
出
す

こ
と
は
難
し

い
。

そ

の
う

ち
に
反
作

用
は
ま
す
ま
す
加

速

度

を

ま

し
、
自
然

が
破
壊

さ
れ

て
ゆ
く
。
そ
れ
に
は
、

や
は
り

「
自
然
保
護
」

の
定
義
と

い
う
か
、
概

念

が
ま
だ
じ

ゅ
う
ぶ

ん
に
確
立
さ
れ
て

い
な

い

こ
と
に
も

一
因

が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

や
は
り

「
自
然
保
護
」
が
世
間

の
多
く

の
人

か
ら
支
持
を
受
け
、
大
き
な
力
と
し
て
発
展
す

る
た

め
に
は
、

「
自
然
保
護

」
に
対
す

る
イ

メ

ー
ジ

の
統

一
が
必
要

で
あ

ろ
う
。

か
と
い

っ
て

「
自
然
保
護
」
を
せ
ま

い
、

画

一
的
な
考

え
方

で
律
す

る
こ
と
は
今
日

の
世
間
で
は
も

は
や
通

用
し
な

い
。
広

い
視
野
に
立

っ
て
、
自
然

と
人

間

の
間

に
起

こ
る

い
ろ

い
ろ
な
事
態

を
体
系
化

し
、

こ
う

い
う
場

合
に
は
こ
う
、
あ
あ

い
う
場

合

に
は
あ
あ
、

と

い
っ
た
具
体
的
な
指
針
が
強

く
要
求
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
世
間

の
人

に
は
理

論

が
ど
う
あ

る
か
、
と

い
う

こ
と
よ
り
、

何
を

し
て
よ
い
か
、
何
を
し

て
悪

い
か
、

と

い
う

こ

と

の
ほ
う

が
よ
り
大
切

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ

の
具
体
的
な
指

針
を
た
て
る
た

め
に
は
、
基
礎
理
論

の
先
ん
ず

る

こ
と
は

い
う

ま

で
も
な

い
。
そ
れ
に
は
や
は
り
「
自
然
保
護
」

を
研
究
す
る
人
が
も

っ
と
多
く
な
り
、
学
校

で

「
自
然
保
護

」
が
教

え
ら
れ

る
よ
う

に
な

る
こ

と
が
先
決

で
あ

ろ
う
。

日
本

で
は
、
ま
だ
ど

こ

の
大
学

に
も

「
官
然
保
護
学
科
」
が
な

い
と

い

う

こ
と

は
、

「
広
辞
苑
」

に

「
自
然
保
護
」

の

言
葉

が
の

っ
て
な

い
こ
と
よ
り
も
、

も

っ
と
淋

し
い
こ
と

で
あ

る
。

(北
海
道
林
務
部
林
政
課
)

を
設
け
、
自
然
愛

護

の
P
R
を
行

な
い
、

か

つ
終
端
駐
車
場

の
利

用
が
円
滑

に
行
な

わ
れ

る
よ
う
指
導

す
る
こ
と
。

②
黒
岳

リ

フ
ト
第

二
期
計
画

に
つ
い
て

本
計
画

は
、
北
海
道
林
友
観
光

K
K
に
よ

っ

て
す

で
に
施
設
さ
れ
た
層
雲
峡

ロ
ー
プ
ゥ

ェ
イ

の
山
上
駅

の
上
部

か
ら
、
標
高

一
、

七
〇
〇

m

地
点

(
黒
岳

の
大
約
八
合
目
付
近
)
に
達

す
る

リ
フ
ト
を
新
設
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ

る
。

こ
の
種
リ

フ
ト
の
建
設
は
、
多
数

の
観
光
客

の
高
山
帯

へ
の
容
易
な
立
入
り
を
ま
ね
き
、
従

来

の
こ
の
種
施
設

の
例
を
み
て
も
お
そ
ら
く

は

高
山
植
物
群
落
保
護
上
、
き
わ
め
て
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が

っ
て
こ
の
建
設
は
望
ま
し

い
も

の

で

は

な

い

が
、
も
し
施
設
さ
れ

る
と
す
る
な
ら
ぽ
、
従
来

よ
り
以
上

の
十
分
な
保
護
管
理
体
制
を
整

え
る

と
と
も

に
、

次

に
あ
げ

る
諸
点

に
特

に
配
慮

さ

れ
た

い
。

e

山
頂

駅
付
帯

園
地
は
、

登
山
を
目
的

と

し
な

い
人

の
展
望
休
息

に
十

分

な

も

の

と
す

る

こ
と
。

な
お
、
園
地

の
境
界
を
明

確
に
し
、
利

用
者

が
み
だ
り
に
園
地
外

に

出

る
こ
と
を
規
制
す

る
と
同
時

に
、
利
用

者

の
安
全
を
計

る
こ
と
。

⇔

こ
の
園
地
を
中

心
と

し
、
適
当
な
距
離

を
も
ち
、
す
ぐ
れ
た
展
望
と
高
山
植

物

の

観
賞

の
で
き
る
周
回
探
勝
路
を
整
備

す
る

こ
と
。

⇔

こ
の
園
地
か
ら
既
設

の
黒
岳
登

山
道

へ

の
連
絡
歩
道
は
利
用
し
易

い
と
同
時

に
、

風
致

を
損

な
わ
な

い
も
の
と
す
る
こ
と
。

㈱

リ
フ
ト
が
設
置

さ
れ

た
場
合
、
登
山
者

の
み
な
ら
ず

一
般
観
光
客

の
利
用
が
急
増

■「

す

る
も

の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、

も

っ
と

も
効
果
的
な
場
所

に
登
山
事
務
所
を
設

け

る
こ
と
。

以
上

の
諸
施
設

の
問
題
を
通
じ
て
、
自
然
愛

護
思
想

の
普
及
、
監
視
は
従

来
よ
り
以

上
に
強

力

に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ま
た
、

利
用
増
加

に
と
も
な
う
山
上

の
宿
泊
施
設

に
い

つ
て
は
、
野
営
規
制

の
問
題

も
ふ
く

め
て
今
後

慎
重

に
検
討

さ
れ

る
べ
き

で
あ

る
。

〔
註
〕

な
お
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
今
夏
現
地

調
査

の
う
え
提
出
す

る
予
定

で
あ

る
。

自

然

歩

道

に

関

す

る

要

望

書

昭
和
四
十
四
年

三
月

二
十

八
日

北

海
道
知
事

町

村

金

五

殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

東
条

猛
猪

札

幌
の
冬
期

オ
リ

ン
ピ

ツ
ク
も
近
づ
き
、

全

市

を
あ
げ

て
種

々
の
施
設
計
画
も
進
め
ら
れ

っ

つ
あ

り
ま
す

が
、

こ
の
機
会

に
札
幌
市
周
辺

の

美
化
緑
化
を
進

め
よ
う
と

い
う
気
運
が
盛

り
上

り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

つ
い
て
は
こ
の
際
札
幌
周
辺

の
緑

地
帯
、
森

林
帯
を
結
ん

で
、

一
般

市
民
を
は
じ
め
学
生
生

徒

の
楽
し
く
歩
け
る
歩
道
を

つ
く
る

こ
と
を
計

画

し
て
は

い
か
が
か
と
存

じ
ま
す
。
ご
承
知

の

よ
う

に
自
動
車

道
路

は
日
々
に
整
備
さ
れ

つ
つ

あ
り
ま
す
が
、

そ
の

一
方

に
市
民

や
学
生
生
徒

が
交
通

の
危
険
も
な
く
、
心
身

の

鍛

錬

の

た

め
、
あ
る

い
は

レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ソ
の
た
め

に
、

美
し

い
環
境

の
中
を
楽
し
く
歩
け

る
道
を

つ
く

る

こ
と
の
必
要

は
、
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
お
り

ま
す
。
関
係
各
方
面
と
も
ご
協
議

の
う

え
、

ぜ

ひ
と
も
早
急

に
そ

の
よ
う
な
緑

地
を
結

ぶ
歩
道

計
画

の
立
案
施

行
を
お
願

い
致

す
し
だ

い
で
あ
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昭和43年 度協会会計決算書

ならびに昭和44年 度予算書

北海道自然保護協会

昭 和43年 度 収 支 決 算

(自昭和43年4月1日 至昭和44年3月31日)

部の出支部の入収

33,080

141,080

291,870

29,008

38,290

10,000

184,463

84,300

8,955

120,338

260,750

1,202,134

費

費

費

費

費

費

費

礼

費

費

金

謝

越

議

刷

信

通

会

務

料

査

繰

計

稿

期

会

旅

印

通

交

諸

事

原

雑

調

次

810,000

141,155

500

4,419

246,060

1,202,134

費

費

入

子

金

会

会

利

越

収

繰

金

期

人

人

法

個

雑

預

前

計

昭 和44年 度 収 支 予 算

(自昭和44年4月1日 至昭和45年3月31日)

部の出支部の入収

40,000

220,000

650,000

35,000

45,000

20,000

250,000

180,000

20,000

110,750

1,570,750

費

費

費

費

費

費

費

礼

費

費

謝

議

刷

信

通

会

務

料

備

稿

会

旅

印

通

交

諸

事

原

雑

予

計

1,100,000

200,000

10,000

260,750

1,570,750

法 人 会 費

個 人 会 費

雑 収 入

前期 繰越金

計

り
ま
す
。

な
お
、
札

幌
市
周

辺
の
歩
道
計
画

の
完
成

の

後

は
、

全
道
に
わ
た

っ
て
、
単

に
緑
地

の
み

で

な
く
、
自
然

公
園

や
名
所
旧
蹟
を
も
含
め

て
、

例

え
ば
す
で
に
発
表
さ
れ
た
東
海
自
然
歩
道
と

同
様

な
構
想

の
も
と

に
、
安
全

で
楽
し

い
歩
道

の
計
画

が
な

さ
れ

る
こ
と
を
希
望
す
る
し
だ

い

で
あ

り
ま
す
。

北

剛
条
通
り
街
路
樹
の
保
護
に
関
す

る
意
見
書

昭
和
四
十
四
年
三
月
二
十
九
日

北
海
道
開
発
局
長

遊
佐
志
治
磨

殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

東

条

猛
猪

北

一
条
西
十
二
丁
目
か
ら
西
十
三
丁
目
に
わ

た
り
、

八
本
の

ハ
ル
ニ
レ
が
多

い
と

こ
ろ

で
は

約

ニ
メ
ー
ト

ル
、
歩
道

よ
り
車
道

に
突
出
し

て

い
る
た
め
、
交
通
事

故
の
お
そ
れ
が
あ
る
ゆ
え

こ
れ
を
切

除
し
よ
う
と
い
う
案
が
あ

る
よ
う

に

聞

き
お
よ
び
ま
し
た
の
で
、
当
協
会
街
路
樹
委

員
会

は
こ
れ

を
視
察

し
種

々
検
討
致
し
ま
し
た

が
、

ま
だ
充

分
寿
命

の
あ

る

ハ
ル

ニ
レ
を
除
去

す

る
こ
と

は
ま
こ
と

に
惜
し

い
の
で
、
樹

木

の

突

出
し
て
い
る
部
分

に
歩
道
を
弓

形
に
張

り
出

す
な

ど
の
方
法

で
、
交
通
事

故
の
危
険

を
除

去

す

る
こ
と

が
適
当
と
考
え
ま
す
。
貴
局

に
お
い

て
、

し
か
る
べ
く
善
処
せ
ら
れ

る
こ
と
を
希
望

致
す

し
だ

い
で
あ
り
ま
す
。

な

お
北

一
条
通
り

の
ア
カ

シ
ア
は
、

い
ず
れ

も
老
朽
致
し

て
花
を
咲
か
す

こ
と
も
で
き

な

い

状
態

で
あ
り
ま
す

の
で
、

こ
れ

を
順
次
新

し
い

若
木
と
と
り
か
え
て
、
季
節
ご

と
に
美

し
い
花

の
咲
く
よ
う
配
慮

さ
れ

ま
す
な
ら
ば
、
市
民

の

喜
び
も

い
か
ほ
ど
か
と
思

わ
れ

ま
す

の
で
、

こ

の
際
、
あ

わ
せ
て
ご
考
慮

の
ほ
ど
を
希
望

い
た

し
ま
す
。

輻
髪
前
後

会
報
第
七
号
を

お
送
り
し
ま
す
。
第

六
号
以

後

の
会
議

の
概
要
と
、
関
係
方
面

へ
の
要
望
書

を

と
り
ま
と

め
た

こ
と

は
、

こ
れ
ま
で

の
会

報

と
同
様

で
あ

る
。

た
だ

こ
の
会
報

で
よ
う
や
く
協
会

の
昭
和

四

十

三
年
度
収
支
決
算
と
、
昭
和
四
十
四
年
度
収

支
予
算
を
公
表
す

る
は
こ
び

に
な

っ
た
。
従
来

と
て
も
、
予
算
決
算

の
報
告
は
毎
年

五
月

は
じ

め
の
総
会

で
公
表
さ
れ
て

い
た

こ

と

で

あ

る

が
、
会
誌
、
会

報
な
ど
で
公
け

に
し
得
な

か

っ

た
理
由
は
、
草

創
期

の
予
算

決
算

の
内
容
が
あ

ま
り

に
貧
弱

で

(
い
ま

で
も
貧
弱
な

こ
と
に
か

わ
り

は
な

い
が
)
、

体
裁
を
と
と

の
え
得

な
か

っ
た
た

め
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
と
も
か
く

こ
う

し
て
ご
報
告
し
得

る

こ
と
は
、

乏
し

い
な
が
ら

あ

る
基
礎
が

で
き
た
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

さ

て
そ

の
内
容

に

つ
い
て
説

明
す
る
と
、
四

十
三
年
度
収

支
決
算

の
中

の
印
刷
費

は
会
報
、

会
誌
各

一
回
分
ず

つ
で
、

つ
ま
り
会
誌
第

五
号

の
印
刷
費
は
昭
和
四
十
四
年

度
支
出
の
中

か
ら

支
払
う

こ
と

に
な
る
。
従

っ
て
昭
和
四
十
四
年

度

の
印
刷
費

の
中
か
ら
会

誌
第

五
号
、
第

六
号

分
が
支
払
わ
れ
、
第

七
号
の
支
払

は
昭
和
四
十

五
年
度
支
出

に
の
ば
さ
れ
る

こ
と
に
な

る
。
そ

の
他

の
こ
と

で
は
、
会
議
費

は
大
半

が
総
会

の

費
用

で
、
そ

の
他
に
と
き

た
ま
理
事
会

に
茶
菓

を
出
す

こ
と
が
あ
る
く
ら

い
の

こ
と
で
あ

る
。

な

お
、
来

る
六
月

十
四
日
に
ア

ル
ゼ

ソ
チ

ソ

の
国
立
大
学
教
授

コ
ル
テ
氏

の
ス
ラ
イ
ド
映
写

会
、

二
十

二
日

に
は
藤

の
沢
に
小
鳥

の
声
を
聞

く
会
を
予
定
し
て

い
る
。
会
員
多
数

の
ご
参

加

を
ね
が

い
ま
す
。

(
井
手

)

昭
和
四
十
四
年
六
月
十
日
発
行

札
幌
市
北
二
条
西
八
丁
目

北
海
道
大
学
植
物
園
内

発
行
所

北
海
道
自
然
保
護
協
会

電
話
(
二
二
)
○
〇
六
六
番

発
行
人

井

手

責

夫

印

刷

札

幌
印
刷

株

式

会

社
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